
～地域と共に35年～

社会福祉法人　沢　朋　会



（心を表現した当法人のマーク）



昭和60年４月特別養護老人ホーム白寿園が開園して以
来、本年４月で満35周年を迎えることができました。
これも偏に関係行政機関並びに各先輩施設の方々及び
地域の皆様方のご支援、ご指導の賜であると深く感謝を
申し上げるものであります。
開園当初を振り返ってみますと、当時の老人福祉制度
は、施設入所について「行政による措置制度」により運
営されてきたものでありますが、平成12年度からは、
「介護保険制度」が開始され利用者との「契約制」とな
り、施設運営が大きく変更され、社会保障制度の歴史に
残る変革の時代を経てきたものでした。
当法人の歩みとしては、時代に即応した、地域の福祉
ニーズに合わせた施設整備も行なってきたところであり
ますが、現在では高齢者入所施設が４種類、３拠点の運
営となりましたが、今後は社会福祉法人として地域の福
祉ニーズの変化を適格に把握して福祉サービスの提供を
行ない、地域に信頼される社会福祉法人として地域貢献
の一端を担って行かなければならないものと思っており
ます。
今、世界中、日本中が「新型コロナウイルス」感染に
怯え、日常生活のリズムが狂わされており、園内でも感
染防止対策に苦慮しているところでありますが、ご家族
の皆様方にも大変ご心配をお掛けしており、また、面会
の制限等についてもご理解とご協力を頂き深く感謝を申
し上げるものであります。そして、このコロナウイルス
が一日も早く退散、終息することを願ってあいさつとい
たします。

 ご挨拶

 「白寿園開園35周年を迎えて」 

社会福祉法人沢朋会　　　　　

理事長　小田桐孝夫
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白 寿 園 基 本 理 念

Ⅰ　熱い福祉の心をもって家庭的な雰囲気で福祉
サービスの提供をめざす
◎明るく家庭的な雰囲気の下、地域や家庭との結びつ
きを重視し、特別養護老人ホームの機能を充分に発
揮しながら、各種福祉サービス事業者との密接な連
携に努め、地域のニーズ及び利用者のニーズにあっ
た施設が持つ専門的サービスを地域に提供します。

Ⅱ　高齢者処遇は命の畏敬に始まる人間処遇である
ことを基本とする
◎命の畏敬を心に、利用者の意思及び人格を尊重し「熱
い福祉の心」の理念に基づき、常に利用者の安全な
環境作りに努め、利用者が安心して生活できるサー
ビスを提供します。
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このたび、「白寿園開園35周年記念事業」として、地
元大沢町会の堂ケ平神社へ「鳥居２基」の新設奉納をおこ
ないました。堂ケ平神社には、「山の神」「弁財天」「淡島
明神」「毘沙門天」「十一面観音」が一同に祭られているも
のですが、今回、このうち「毘沙門天」「十一面観音」の
２ケ所について老朽化し倒壊寸前の鳥居を新設し悪病「コ
ロナウイルス」退散、終息と地域の安寧を祈願したもので
あります。

堂ケ平神社は、白寿園驛前館より大沢町内
の南方へ約４キロ程の山林中腹に位置し、鎌
倉時代以前から天台宗系列の修験道場の寺社
があった所とされております。この一角に一
際大きな杉の老木があり、これが「燈明杉」
といわれる。弘前市の天然記念物に指定され
ており、樹齢700年、高さ33メートル、幹
周６.６メートルで根元から曲がりくねった
大枝が四方に延びている。由来は、昔修験者
がこの杉に明りを灯して祈願したとの言伝も
ある。

35周年記念事業

鳥居寄贈
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地域と共に歩んできた35年
これからもずっと…

堂ケ平神社

短期入所生活介護事業所はくじゅ
白寿園 居宅介護支援事業所
在宅介護支援センター白寿園
津軽大沢駅

グループホーム白寿の家

特別養護老人ホーム 白寿園
白寿園 短期入所生活介護事業所
デイサービスセンター 白寿園
生活支援ハウス 白寿の園
沢朋会研修会館
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高齢者の生活を支えるプロたちがいる介護
施設は、利用者だけでなく、地域の皆さんが
暮らしやすい地域をつくるうえでも、大きな
役割を果たすことができると考えています。
そして、地域社会の一員として、地域の皆さ
まから課題や困りごとを気軽に相談される、
そのような存在になることを目指していま
す。

平成31年４月、地域の銭湯が閉鎖したた
め、そこを利用していた方々が入浴できなく
なったという声を受け、白寿園驛前館の浴場
を開放しました。大沢地区の65歳以上の方
の健康維持・増進のため、また住民同志のふ
れあいや楽しい仲間づくりの場としてご利用
いただいています。

地域開放事業
地域に貢献する介護施設でありたい

この度は、社会福祉法人沢朋会特別養護老

人ホーム白寿園が創立三十五周年を迎えられた

ことを心よりお祝い申し上げます。

私は、平成十七年三月まで勤務させていた

だき、現在は、社会福祉法人沢朋会の評議員と

いう立場ではありますが、社会福祉法人沢朋会

特別養護老人ホーム白寿園に三十五年もの間、

関わらせていただくことができたことは、非常

に感慨深いものがあります。

昭和六十年の特別養護老人ホーム白寿園設

立当時は、老人福祉の充実の必要性が高まる

中、更には、多くの寝たきりのお年寄りが在宅

で困っておられた時期でもありましたので、開

設によって多くの方々が大変喜ばれておりまし

た。それ以降も、時代や地域のニーズを的確に

とらえ、在宅サービスの充実へと事業の拡大を

図っていかれるとともに、地域にとってなくて

はならない高齢者福祉の拠点として、確固たる

地位を築き上げ、高齢者福祉サービスのみなら

ず、地域活性化のための施設としての任を見事

創立三十五周年をお祝いして 社会福祉法人沢朋会評議員　
会長　小田桐　　實

&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&

₅₅－₉₅₁₁
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毎週水曜日、源泉かけ流しの温泉を目当てに「おは
よう」「おめも来てらが？」の会話をしながら１人２
人と集まってきます。リュックには風呂道具の他に、
お昼ご飯やおやつが入っており、毎回テーブルにおい
しいものが並んでいます。入浴中も入浴後も、会話が
弾みとても賑やかです。帰り際の「いい湯だった、ま
た来週も来るよ」と職員にかけてくれる言葉が嬉しく
てたまりません。これからも地域密着型の施設として
地元に愛され、親しまれる存在になれるように努めて
まいります。

驛前館の施設開放と共に、コンビニエンス
ストア セブンイレブンの移動販売サービス
「セブンあんしんお届け便」も開始しまし
た。販売設備付きの軽トラックで日常のお買
物に不便なエリアや移動手段にお困りのご高
齢の方が多い地域を中心に巡回する移動販売
サービスです。近隣の小売店が減少して、日
常の買い物をする上で不便・困難を感じてい
る方々にとって「街まで
行かなくてよいので助か
る」と好評です。

令和２年４月、新型コロナウイルスの感染拡大が収まらない中で、地域開放事業を続けることは
困難であると判断し中止することを決定いたしました。一日も早く、コロナウイルス感染症の感染
拡大が終息して、再び地域の皆様に来ていただけるようになることを願っております。

に果たされたのは、これもひとえに小田桐理事

長をはじめ、職員の皆様方が同じ目的の下、一

丸となって取り組まれた日々のご研鑽の賜物と

拝察いたしております。

今後の人口や景気の動向等を考えますと、

社会福祉法人に求められる役割・使命は、これ

からますます重要となってくることと思いま

す。特に昨今の世界的規模の感染症への対策へ

苦慮されながら、関係機関及び関連業者の方々

と共に、高齢者の方々の為にと奔走していらっ

しゃることは、誠に感服いたします。

最後になりますが、在職中に利用者の方々

&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&

と体操をしたり、色々な内容の会話をしていた

ことが、昨日のように思い出されます。

末筆ながら、社会福祉法人沢朋会特別養護

老人ホーム白寿園の

ご発展と皆様方の

ご活躍を祈念致し

まして、お祝い

の言葉とさせて

いただきます。
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&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&
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白寿園カップサッカー大会

社会福祉法人沢朋会が創立35周年を迎えら
れましたこと、誠におめでとうございます。

創立当初以来、小田桐理事長はもとより関
係者の方々は、大変なご苦労があったことと
思います。基本理念にもあります、「熱い福
祉の心をもって家庭的な雰囲気で福祉サービ
スの提供をめざす」、「高齢者処遇は命の畏
敬に始まる人間処遇であることを基本とす
る」を常に考え、利用する人の立場に立って
運営することにより、サービスの充実を施設

の拡充に努められ、今日を迎えられましたこ
とに心よりお喜び申し上げます。また「白寿
園カップサッカー大会」等地域との交流を積
極的に図られ、社会貢献にも寄与されますと
ともに、地域の人たちの理解のもと、社会活
動を活発にされておられることは、関係者各
位の努力の賜物であり、心よりお礼申し上げ
ます。

近年、核家族化が進み、高齢者のみの家庭
が年々増えるなど、生活様式が変化している

祝  沢朋会 35周年 益々のご発展を 社会福祉法人沢朋会後援会　
会長　久　保　弘　之

　白寿園カップは平成15年12月13、14日に弘前運動公園克雪トレーニングセンターにて第一回が
開催されました。当時の参加チーム総数は32チーム。「地域に8歳、9歳を対象としたサッカー大会
が少なく、子供たちの練習への意欲、目標を持ちにくい」と、当法人の理事長が知人から相談を受け
た事が始まりです。しかし我々職員もどのような実態で、どのような支援が出来るのか大いに悩みま
した。開催までには、致遠サッカースクールの多大なご協力が無ければ実現しえないものでした。

第2回以降、参加チーム数も少しずつ増え、会場は弘前運動公園克雪トレーニン
グセンターから平賀ドームへと移りました。毎年、寒い時期に開催される
大会であるため、子供たちを労い、各チームのご家族様が選手たちに豚
汁を作り振る舞った事もありました。



歴代優勝チーム

回 年 9歳以下 8歳以下

１ 2003 青森 FC

２ 2004 光田寺 SSS 

３ 2005 リベロ津軽 SC 

４ 2006 青森福田 SSS 

５ 2007 ヴァンラーレ八戸 FC 多賀レッドスター SSS

６ 2008 ヴァンラーレ八戸 FC ヴァンラーレ八戸 FC 

７ 2009 青森福田 SSS 青森福田 SSS 

８ 2010 ヴァンラーレ八戸 FC 比内 SSS

９ 2011 AC弘前 青森 FC

10 2012 青森福田 SSS ヴァンラーレ八戸 FC 

11 2013 MIRUMAE FC 青森 FC

12 2014 AC弘前 青森 FC

13 2015 ヴェルディ SSS岩手 青森 FC 

14 2016 青森福田 SSS ヴェルディ SSS岩手

15 2017 致遠 SSS チャンプジュニア FC

16 2018 青森福田 SSS 六ケ所 FC

17 2019 青森 FC MIRUMAE FC

&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&%&
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現在では参加チームは60チームを超える大会となりました。
毎回、指導者の方々ともお話しさせていただくのですが、皆さ
んが口々に仰ることがあります。それは一貫して、自分たちの
チームだけでなく、地域のサッカーのレベルを底上げしたい。
そのために8歳、9歳の大会はとても重要であり、今後も白寿園
カップはぜひ続けてほしいという事です。どの指導者の方もご自
身の仕事を持ち、終業後に子供たちの指導に通う毎日を送ってお
られます。その中で、ご自身に使命を見出して努められている情
熱には頭が下がります。
当法人30周年の際には、参加チームの皆様から、記念
品とサッカーボールを模したトロフィーを頂きました。こ
れまで我々が継続してきたことが報われた思いでした。
我々社会福祉法人は、地域に生かされております。たく
さんの方々の支援無くしては運営できません。何故なら
我々も社会の、地域の一部だからです。高齢者施設は閉鎖
的に見えるかもしれません。しかし断絶してはいけない。
地域の一部として循環し、さらに還元する方法を常に考え
続けなくてはなりません。これは社会福祉法人の使命とし
て、勇気を持って続けていきたいと思います。

中で、長い人生を送ってこられたご高齢の
人々にとっては、福祉施設の充実はさらに社
会からも求められます。どうか、貴会が益々
充実され、人生の行く山河を越えられた方々
の安らぎの場として、明るく楽しい施設とな
り、50周年、100周年が迎えられますことを
祈念いたしまして、私のお祝いの言葉といた
します。
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思いを伝える
施設の行事や利用者様の様子を伝えるために施設の広報誌を作っています。
毎回読者が見たいものや知りたいことを想像して、伝えたい思いを記事にしています。
パソコンがなかった時代、デジタルカメラもなく、現像した写真を切り抜いて、直
接原稿に貼っていました。文字もイラストも全て手書きで、毎回職員それぞれの個性
があふれ出たものになっていました。

昭和63年６月らくがきより
創刊号

平成７年５月40号より
開園10周年記念

平成５年７月らくがき29号より
園庭で運動会と野外食会開催。

平成７年５月40号より
弘前公園にて、余興のどじょうすくいを披露。利用者様
の他、桜祭りに来ていた通りすがりの一般客からも拍手
をもらう。
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平成８年７月らくがき47号より
夏の行事として親しまれたネプタ祭りと花火
大会。

平成８年９月らくがき48号より
お揃いの浴衣を着て踊る姿が好評だった。

平成17年６月こころ９号より
開園20周年記念。

措置制度から介護保険制度になったころ、
広報誌も手書きからパソコンで作成する
ようになりました。

平成８年９月らくがき48号より
施設を開放し地域の子供達で賑わった施設
開放デー。
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平成18年１月こころ11号より
小栗山農園の一画で野菜や果物を育てて
いました。

平成27年６月こころ42号より
開園30周年記念

平成19年６月こころ16号より
白寿園開園以来、初めての100歳到達。施設を挙げて盛
大にお祝いしました。
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令和２年２月こころ59号より　１月の恒例行事「お茶会」。

令和元年10月こころ58号より　認証事業所になりました。
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令和元年10月こころ58号より
特養、短期、グループホーム、生活支援ハウスの４事業所合同の敬老の集い開催。参加人数が大勢
になった為、屋内を飛び出て園庭で開催。
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